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StarBEDにおける実験支援システム
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1 はじめに

StarBED[1][2]は、512台の PCクラスタとそれら

を接続するスイッチで構成された大規模なネットワー

ク実験環境である。StarBEDのネットワークは、管

理用と実験用に分離されており、管理用のトラフィッ

クによる実験への影響を防ぐよう設計されている。

StarBED利用者は実験を行うために、実験に必要

な機能を持つノードにソフトウェアを導入し、ノー

ドが接続されているスイッチを設定することで実験

トポロジを構築する必要がある。StarBEDでは物理

配線を変更せずに、仮想的に実験トポロジを構築す

る。この手順をすべて人の手により行った場合、利

用者は、実験環境の構築及び遂行のために長時間拘

束される。また、実験に利用するノード数が多いほ

ど、実験環境全体を思い通りに制御することは困難

である。そこで我々はこのような施設で利用者の実

験の遂行を支援するシステムを開発している。

2 支援システム

利用者は、実験トポロジおよび各ノードに利用す

るソフトウェア、実験の手順 (シナリオ)をファイル

に記述する。実験の遂行は我々のシステムが自動的

に行うため、利用者は設定を記述するだけでよい。

具体的に支援システムは以下の動作を行う。

1. 利用者による設定記述を読み込む

2. ネットワークインターフェースの数やその種類

など実験用ノードに必要な機能を認識する

3. 利用できるノード群から必要な機能を持つノー

ドを選択し、実験ノードに割当てる

4. 各ノードへ OSやアプリケーションを導入する

5. スイッチのVLAN を設定し実験トポロジを構築

する

6. 指定されたシナリオ通りに実験を遂行する

ネットワーク実験は、トポロジやパラメータに小

さな変更を加えながら複数回行われることが多い。

本システムを利用すれば、利用者は設定記述に変更
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図 1:手動での実験遂行
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図 2:支援システムを用いた実験遂行

を加えるのみでよい。また、実行されるコマンドは

設定記述として残されるため、実験後の結果解析が

容易になるとともに、同様の実験を行う際の再現性

も向上する。支援システムを利用する場合と利用し

ない場合の概念図を図 1と図 2に示す。

3 利用例

StarBEDではこれまでに様々な研究に利用されて

いる。例として iptracebackに関する研究 [3][4]、マル

チキャストに関する研究 [5][6]などが行われ、その成

果を挙げている。また、本稿で述べた通り、StarBED

の利用支援システムも充実してきており、利用者は

容易に実験を行える。
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